
















































































































































































　　　　　（ 1 ）南方所傳（90-95） 　　　第一段　南方所傳（54-57）




　　　　　（ 1 ）南方所傳（106-108） 　　　第一段　南方所傳（65-66）
　　　　　（ 2 ）北方所傳（108-114） 　　　第二段　北方所傳（66-70）
　　　　ヘ、南北兩傳諸部の同異と其分出年代（114-117） 　　　第三段　兩傳同異及各部分出年代之考定（70-72）
　　　　ト、諸部の宗義（117-130） 　　第四節　諸部宗義（72-81）
　　　　　（ 1 ）大衆部（119-123） 　　　第一段　大衆部（73-76）
　　　　　（ 2 ）說一切有部（123-127） 　　　第二段　說一切有部（76-79）





　　　　　（ 1 ）王朝の變遷（140-147） 　　　第一段　王朝之變遷（87-91）
　　　　　（ 2 ）佛敎の状況（147-150） 　　　第二段　佛敎之状況（91-92）
　　　二、大乘敎興隆時代（150-206） 　第二章　大乘敎興隆時代（92-126）
　　　　イ、龍樹（157-160） 　　第一節　龍樹（95-97）




　　　　　（ 1 ）說一切有部の發達（175-178） 　　　第一段　說一切有部之發達（107-109）
　　　　　（ 2 ）經部の發達（178-181） 　　　第二段　經部之發達（109-111）
　　　　ニ、大乘敎の發達（181-206） 　　第四節　大乘敎之發達（111-126）
　　　　　（ 1 ）諸法實相論（182-188） 　　　第一段　諸法實相論（112-116）


















































































































































































































卽 實 在 論 萬 有 一 神 敎 な り、 萬 有 は 摩 訶 毘 盧 遮 那
（Mahāvairocana）卽はち大日の本體、吾人も其の一部分をなし、
一毛一塵大日の體ならざるはなし。製作されたる經典は法身大




































































































































































































  ─ 80 ─ 
（　44　）




























































































  ─ 77 ─ 
（　47　）




























  ─ 76 ─ 
（　48　）
G．『起信論』に關する說明の書き代え
　 1 ． 『印度の佛敎』「別說」「肆、佛滅後の佛敎」「一、根本佛敎發達時
代」「ル、阿育王の終より迦膩色迦まで」「（ 1 ）王朝の變遷」
　　 　「此の王の時已印度の各地又恐くは印度より西北の地方に大
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
乘敎の勃興せるあり






0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
る慣用手段の一例と見るべきものなるべし、他の漢譯の論據に
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
依り吾人は、馬鳴は迦膩色迦より後世の人なりと斷ぜんとす




















































































  ─ 73 ─ 
（　51　）
　 1 -ｂ．「別說」の「參、佛弟子衆」の全部


















































































































































































































　 1 ． 大乘佛敎の主要な典籍は漢譯大藏經中に保存されているため、西
洋人は『起信論』についての分析が十分でなく、馬鳴を高く評價
し、龍樹以前の人と見做しているために、大乘佛敎の起源をそこ






























「晩出的大乘經 如「大涅槃經類」「勝鬘經類」  提出了「如來藏」，但在無著的著作中對
這一思想沒有好多發揮。舊傳世親有一部專講這一問題的著作《佛性









































































































（37） 程恭讓「歐陽竟無先生的生平、事業及其佛敎思想的特質」（『圓光佛學學報』第 4 期、






















0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ことを暗示せるものならん



































0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
と名づく。又た吾人の心性
0 0 0 0 0
は本來煩惱迷妄を離れ自性清淨なり、唯だ客塵煩惱に雜染せられて不淨










0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
より入り來りしものと斷定し得べし























































　　　 1 ． 「哲學史」は、一般に「唯心主義」と「唯物主義」の鬪いの歷史であるとし、
印度哲學もその例外ではないとし、佛敎は宗敎であるから唯心主義的傾
向が強いとする敍述（「緒論」1-2頁）。
　　　 2 ． 釋迦が生きた時代を「奴隷占有制」であったとする敍述（「第一章　原始
佛學」11頁）。
　　　 3 ． 釋迦の敎說は、階級的･社會的な條件によって反唯物主義的傾向が強いと
する敍述（「第一章　原始佛學」19頁）。
  ─ 59 ─ 
（　65　）
　　　 4 ． 犢子部や正量部は唯物的傾向が強く、唯識等の唯心陣營と対立したとい
う敍述（「第二章　部派佛學」78-79頁）。























  ─ 58 ─ 
